
【放射線にまつわる偉人②】 放射能の発見者
・アントワーヌ・アンリ・ベクレル<仏>
（Antoine Henri Becquerel, 1852年12月15日～1908年8月25日）

放射線科だより 令和7年4月30日
診療放射線科 徳田 一泰

TOYA KYOKAI HOSPITAL

ベクレル博士 ベクレル博士がウラン塩
によって偶然感光させて

しまった写真乾板

ベクレル博士は長年にわたり蛍光物質の研究をしていました。レント
ゲン博士のX線発見の報を聞き、蛍光と放射線には何かの関係があると
考えました。ウラン化合物を日光にさらすと蛍光を発しますが、蛍光と
同時に放射線を出すのでは？と考えたのです。

1896年に早速実験を行い、日光にさらしたウラン化合物から発した
蛍光を遮へいしても、写真乾板を感光させることを確かめました。その
後実験を継続しようとしましたが、あいにく曇天が続きます。実験がで
きないので机の中にウラン化合物と写真乾板をしまっておきました。

そして実験再開しようと机の中の写真乾板を見ると、なぜか写真乾板
が感光していました。ベクレル博士は、ウラン化合物は日光を当てなく
ても持続的に目に見えない何かを出しているのでは？と考え、ウラン化
合物が出している何かがX線とは違う放射線であることを空気の電離や
電場・磁場によって曲がることによって確認し、ベクレル線と名付けま
した。

ベクレル博士は、ウラン化合物が放射線を出す能力（＝放射能）をも
つ物質であることを発見したのです。

1903年、放射能発見の
功績によりベクレル博士と
その教え子のキュリー夫妻
にはノーベル物理学賞が贈
られました。

ベクレル博士の没後、
1975年に行われた物理単
位（メートルやキログラム
など）の見直しでは、放射
能の強さを表す単位をベク
レル博士の功績をたたえて
「ベクレル（Bq）」とし
ました。
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